















































Aiming at a special morality class （道徳）, this research paper investigates a class that 
attempts to incorporate the power of learning, proactive and interactive deep learning, 















































































































つまり，　 ホップ 　→　 ステップ 　→　 ジャンプ 　
さらに，　 1 を知り 　→　 1.5へ考え 　→　 2 に
活用する 　という展開である。

























































































ステージ 1 → 2 へ授業展開のまとめ





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ジ 2へ。 1を知り，1.5へ考え， 2に活用し
ようという展開がそのための手段である。
さらに，学期末に，これまでの本学期の道
徳授業を通して，子ども自らがどう変わった
かということを総括させることで，通知表の
評価をしていく上で有効である。
子どもの変容の定義を，本文でも述べまし
たように，多様性だけでなく，確実性という
概念も加えていくことが大切なことである。
子どもたちの発言の場について。道徳授業
で，子ども達が対話できることは，客観的な
事案についてである。個人情報や特定の友達
への私見など，それによって，子ども達間で
の別のブラックな問題が発生しかねない。ペ
アトーク，グループトークが有効なのは，お
互いが，安心して話すことができる内容がで
あること大前提である。　
しかも，対話自体が主体的であり，対話活
動により深い学びに成長させていくために
は，「話し合い活動」を「聞き合い活動」と
いう概念に変えていくことが有効である。
「○○について，お友達はどう思っている
のか，『どう思った？』と，聞いてみようと
いう働きかけが有効である。自信がなく，喋
ること自体が苦手な子どももいる。その子ど
もたちに苦痛を味わわせるのではなく。「他
の人はどう思ってるのかなあ？」と，興味を
持つことは，自分自身の学びを深めることに
なる。
そして，個人情報や特定の友達への私見な
ど，対話活動には馴染まないものは，ワーク
シートに記入させていく。これは，先生にだ
け語っていく内容を捉えればいい。
勿論，本時の授業全般で，友達との対話活
動も通して，自分が変容して学べたことを，
ワークシートに記載させていくこと重要であ
る。
最後に，道徳教育として，道徳授業以外で
も有効な活動がある。
これは，流行している歌の中にもいい題材
なるものが多くある。そのときに着眼させる
ことは，歌詞です。曲はメロディーに主眼が
いきそうですが，道徳教育としては，歌詞の
中にある道徳性を，メロディーに乗せて，曲
を聴くことを通して，体感することができま
す。こういった方法もあることを教師は認識
することが重要である。
